HITACHI 

Inspire the Next 


日立脑クッキングヒーター(ビルトインタイプ) 

設置工事説明書 



HT-A9TS ( シルバ - タイプ） HT-A9TWS ( シルバ - タイプ） 
HT-A9TFS(iBl 為 g) HT-A9TWFS 化だスフ テ— ム {；) 


工事される方へのお願い 

• この設置工事説明書は天ぷら鍋、計量 
カップ、取扱説明書、保証書ととちに 
必ずお客様にお渡しください。 

♦本体設置時に、トッププレートや操作 
部ユニットを分解しないでください。 
♦試運転を必ず行い、お客様へ正しい使 
いちをご説明ください。 


安全のため必ずお守りください 


設置をする前に、この設置工事説明書をよくお読みになり、正しく工事をしてください。 

ここに示した注意事項は、お使いになる人や他の人々への危喜や財産への損害を未然に防止するために重要な内容ですので、必ず 
お守りください。表示と意巧は次のよラになっています。 

1~この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、11~この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、 
A 蓄告 人び死 t または重傷を負うことび想定される内容 / KiiM 人び傷喜を負うことび想定されるか、または物的 
_を示しています。__[損害の発生び想定される内容を示します。_ 

絵表示の例八 グ、 

A 0 〇 

この記号はま意（危険’警告を含む）を促この記号は禁止の行為であることを告げこの記号は行為を強制したり指示する内 
す内容びあることを告げるをのです。 るものです。図の中や近傍に具体的な禁容を告げるをのです。図の中や近傍に具 

図の中や近傍に具体的なま意内容び描ひ止内容び描かれています。 体的な指示内容び描かれています。 

れています。 


’ A 警告 ， 

設置工事は、この r 設置工事説明書」に従って、 
確実に巧う ロレーカ—は r 刚にして行ってくださし、） 

設置に不備巧あると、漏電-乂災の原因 

〇 

電気配線工事は、電気設備技術基準等関連す 
る法を•規則等に従っておず r 法的有資格者 J 
び巧う 

〇 

200 v - 30 A 1 U 上®専用回路卜'福電しゃ断器 


接続-固定か不完全な場合は、漏電-火災の原因 


を設置ずる 

この工事をしないと、配線部び異常発熱する恐れび 
あり、感電•火災の原因 

〇 

アースエ事は、電気設備技術基準等関連ずる 
法令•規則等に従っておず r 法的有資格者」 
による D 種接地工事を巧う 

@ 

アース 線 

分解•修理‘改造は行わない 

発乂-異常動作してけびをする恐れ 

V _ _ _ _ 

分解禁止 

アース線はガス管、水道管、避雷針、寿品のアース線 
に接続しないこと 
漏電時に感電の恐れ 

接続 

ソ 

r A ミ主意 > 

トッププレートに衝撃を力！]えない 

万一ひびび入ったり割れると、過熱-異常動作•感 V ^ 
電の原因 

《トッフフレートの上に乗ったり物を落としたりしない。 

カウンタートップの材料は、耐熱材料のものを 

拒ラ 

熱硬化樹脂化粧板 （ J に K 690 3) またはこれと同 
等な上のをの 

耐熱忡の化いが料を使用すると、をお-火がの原因 

〇 

試運乾中は、トッププレートやグリルなどの 
高溫部に触れない 

やけどの恐れ 

(D 

接触禁止 

※ニス引さのをのは変色するため、使わないでください。 











設置工事をされる方へのお願い 


参この商品は、適切な電気工事と設置びされていませんと性能び十分発揮でさないばかりか、過熱などの危険び生じる場合びあり 
ますので、この設置工事説明書をよくお読みの5え、適切な工事をお願い致します。 

必ず、システムキッチンなどに組込んでください。 

参電気工事は、必ず「電気工事±」の 


免許をお持ちの方び行ってください。 

上ルーバー 

吸•排気 カバー 

焼 網 

天ぷ 5 鍋 

•工事完了後は、必ず「工事完了後の確 
認」を行い、お客様へご説明ください。 
•付属品の確認をしてください。 


2個 

中にセツトされています。 

《 


1個 

※取扱説明書、 
保証書びある 
ことを確認し 
て < ださい。 

グリルドア 

計量 カップ 

受 皿 

化粧パネル 上 

化粧パネル下 


固 

1 個 

天ぷら鍋の中にあります。 

グリルの中にセットされてしほす。 




1個 

1 


A お願い ^ 

設置ずるとさは、乂災予防条例に基づさ、 

プラグの刃および刃の取付面に、ほこりが 

必ず可燃物との離隔距離を守る mm 

付着していないことを確認し、ガタのない mm 

離隔距離び近いと火災の願 

よう根元まで確実に差し込む 


ほこりび付着したり、接続び不完全な場合、感電 

電源電線およびアース線は、プラグを外し yO , 

や火災の原因 

て直結しない 


漏電やショートによる感電-発乂の原因 

V _ 

_ J 


電気工事 必ず電気工事±のを許をお持ちの方が巧ってください。 


〈専用回路の設置（単相200 V )〉 



D 種接地工事が必要。 （100 CUU 下） 


【総消費電力の切り替えについて】 

本製品は、総消費電力を己 8 kW (工場出荷時の設定) ’ AiSkW に切り 
替えることびでさます。アンペアブレーカーの容量不足の場合など 
で、ご使用上不便びあるとさに選べます。 

※詳細は、お買上げの販売店へお問い合せください。 


•切り替え方法 

①ちヒーターの設定キーイ ► 2つのキーを同時に押しなびら 
電源スイッチを押し電源を入れる。峰 

-表示窓の左ヒーター表示部に医び表示される。 

. パネル操作部表示窓に23び表示される。 

③左ヒーターの設定キーイを押す吟巧•召なび表示され 4.8kW 
に設定される。 

③ 左ヒーターの設定キー►を押す岭匿び表示され日. 8kW 
に設定される。 

※キーを押さない状態で已秒経過すると、切り替えられなくな 
ります。このときは、再度①②③の操作を行ってください。 

④ 電源スイッチを押し電源を切る。 

※設定の確認は①の操作を行って下さい。設定の確認後は電源 
スイツチを押し電源を切つてください。 


•クッキングヒーター用のコンセントは規格で次のようなものび標準品となっていますので、事前にご確認の上、設置してください。 


器具の容量 

幹線の太さ 

コンセントの形状 

30 A 

が. 6 mm 


-•-) 単相20 0 V 用娘地極付）2己 0 V -30 A 
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各部のなまス 


防熱板 


1 cm 於上 


左ち 

1 0 cm な上 


発熱体の外周 


1 2 cm 於上^ 

(1 己 cm 於上推奨) 


/ 


で 


本体の最凸部 


[消防法基準適合組込お] 


製品の前面はでさるだけ広く（日 OcmlU 上）あけて;令蔵庫、家具等の扉び 
当たらないよラにして < ださい。 

※本体からは、 2 cml ； Lb 必要です。 



防熱板はこれを設けたとさ、機器周囲の木壁温度び室温3已での時 
100でを越えない断熱性を有すること。 


本体 


上面操作-表示部 


※この機器は一般家庭用でず。業務用にはお使いにな 5 ないでください。 


•上面表示部 


左ヒーター表示 


中央ヒーター表示 


•乂カバー 

火力を表示します。 

ちヒーター表示 
1 


>上面操作部 

乂カキー 


中央 ヒーター 
切/スタートキー 

タイ マーキー 


◊あ晶表示び乂力に応じて3色に光り、「1」〜 ri 2」で乂力の設定状態をお失□日せします。 

※液晶表示は、左モ•中央ヒーターの操作を終えてから約10秒後に減光します。再度操作をすると、 
ちとの明るさに戻ります。 

一送信部 送信部- 

(レンジフード連動システム付のみ） 


1 I しごん- 

的方-卜1[と却 I ctT 火 I み! 回 Q 區京卜1因 

卜ークー I 


設定キ ー • 乂力調節 • タイマー時間設定 • 保温、煮込みの調節 

メニユーキー • 保温、煮込みの設定 

4 - 乂カ キー タイマー キー 

タイ 7-: 


蠢/ヒス-タタ--トキ- 


(レンジフード連動システム付のみ） 



凸 マー ク (4 ヶ所） 

目の不自由な方び、銅をヒーターの中央に 
置 < ための目安です。 



ちヒー ター 切/スタートキー 


乂 一 _ キ _ - 

• 揚げをの、湯わかし、保温、炊飯の設定 

設定キ" 

• 火力調節 • タイマー時間設定 

• 揚げをのの温度設定、炊飯、湯わかしの仕上びり調節、保温の調節、炊飯カツプ数の設定 


前面表示部-パネル操作部 


•前面表示部 


チャイルドロックランプ- 


電源ランプ 


電源 r ’ ご] 

の/入 L i 


•パネル操作部 （使用するときは扉を押して開きます） 

グリル表示窓 


I 

囲:二那巧"""^^^…:巧まかけん,.ほ閒 々ィ7_ 


電源スイッチ 

情源の入/切） 


-レンジフード操作部 

(レンジフード連動システム付のみ） 


に]-剧雌き 


脫抓ん'觸》ィマ- 
© 


1 - y 

1 〇 

グリルも 

裏作部 

タイマ 


クリル 
則-ニング 


H ) 1為酬 
チ视卜 • 


-チャイルドロックキー 
•すべての操作を□ック 


狐ニングキ- 


• 自動調理 設ぞキー 

：iiil :對 譜磬 


•□ックをするときや解除すると 
さは電源スイッチを入れキーを 
3秒間押す。 

• ヒーター使用中は□ックできま 
せん。 

•電源スイッチを切ってを（また 
はプラグを抜いてち）記憶して 
います。 

• □ック時は、前面表示部のチャ 
イルド □ ックランプび点なします, 


設置場所の確 



参乂災予防条例、電気設備技術基準第己9条に従って設置してください。 

参カウンタートップは熱硬化樹脂化粧板 （JIS K 6903) と同等!;^上の耐熱性びあるものを使用してください。 

ニス引さのちのは変色しますので使わないでください。 

•製品の金属部びシステムキッチンの金属部と接触する場合、建造物の壁中の金属（メタルラスなど）とシステムキッチンの金属部 
を接触しないようにするか、または製品の金属部びシステムキッチンの金属部に接触しないように取り付けてください。 

参製品は水平に設置してください。 

参製品は乂災予防上、可燃物との間を図のように離して取り付けてください。 


■このクッキングヒーターは「消防法設置基準」に基づ<試験基準に適を 
しております。建築物の可燃物か5図のように離して設置してくださし、。 


可燃物 


■左記寸法びとれない場合には、不燃材による 
防熱ホ反を取り付けてください。 


可燃物 


1 cm 於上 


T 看 U08 



T 看 L 


可燃物 


可燃物 
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参※]、《2の寸法は製品寸法ですので、この部分への突起物びないようにしてください。 

参※ ] は標準仕様でキャビネット前面の開口寸法は22已 mm 対応となっておりますので、開□寸法び240 mnU ソ上で隙間 
び生じた場をは、別売の下ルーノ（一をご使用ください。 

•《3の寸法はカウンタートップの巧位置の基準を示し、この範囲であれば設置でさます。 

•《4のカウンタートップの厚みは、4日 mm を基華としていますので、厚さび 30 mm の場合には、別売の上ルーパ'-をご 
使用ください。 

•《4び40の〇^ソ上の時は、上ルーノ（一び接触するので設置できません。 

♦※日の寸法は、キャビネット前面の開口寸法で奥行2日 mm まで必要な空間です。 
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己 94+2 





論 

ii.i= IIIIII11= II =11IIIIII =m 

^ の 




〇 

0J 

0J 


i ,_, 1 

口 

11 1| 


1 1 

1_ 1 _ _ _1 


己 94+2 



トッププレート幅7己 cm 
上面図 

749+1.5 


トッププレート幅目 Ocm 


上面図 


己99+1.己 







後面図 


U U U U U U 

U U U U U U I 

1 S [) す 

: jm 


D ]- 

ぃド長70日 



側面図 


4己~6已 


E てネル開閉時 I 


导口 

LD 


2己.7、 


謹. 


42.5- 


499.7+1 .己 


ブ I 


前面図 




製品寸法図 ^に mm ) 


の’ L = F 叫 90 の 


のた 


の. L = FO 勤 


司 


尼 


巨 
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(57) 



















































































































































































































































































設置前の準備 


※金属端面が多いため、けがをしないようにま意してくださし、。 



設置方法 必ずブレーカーをしゃ断して工事を巧ってください。 




ビニール 袋 


テープ 


段ボール 


プラグを差し込む 

参カウンタートップに傷をつけないよう、捆包用の 
段ボール板を敷いてください。 八。ッ丰ン 


カウンタートップ 


2 


カウンタートップに本体の前面を挿入してか5全体を 
はめ込む 

•はめ込み時は、前面のスイッチや前板をカウンタートップ 
に当てないようにを意してください。（傷びつく原因） 
•電源コードを本体底面とキャビネットの間に挟まないよう 
ごミ主意ください。 

•カウンタートップと本体のトッププレートのすき間び全周に 
ないことを確認してください。 

•はめ込み後グ U ル内のテープを取り、パッキン、ポ U 袋をは 
ずして < ださい。 

•トッププレートは、外さないでください。 


カウンタートップび反っているなどですさ間びある場合 
は別売のボウスイテープ （ HTC -4 C 目日31ソーカー希 
望小売価格已2己円（税抜己日日円、2日日6年8月現在）） 
を用いすさ間を塞いでください。（水浸入防止のため） 
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上ルーパ‘一を取り付け、本体の位置を調整する 

•左ち側面の差し込み□に、上 J レーノ（一の突起部を差し込んでください。 

•プレートワクとカウンタートップの取付穴の距離び図 A の寸法となるよラ本体の位置を調節してください。 

•上ルーバーとキャビネットの左ち側面とのすさ間び均一になるよラに本体位置を調節してください。 

•キャビネットの扉面と本体の前面び合うよラに、本体の位置を調節してください。 

•本体の位置を調節する場合は、本体を持ち上げて調節してください。本体を持ち上げないで位置を調節すると、 
プレートワクの裏側のパッキンびはみ出る場合びあります。 


突起部 差し^み □ 



上 ルーバー 


上 ルーバー 


奥まで確実に押し込む。 



図 A 


単位 （ mm ) 


幅6日 cm タイプ 
] 己上 


幅6日 cm タイプ 
側上 




幅 75 cm タイプ 

9日上 

、_ : 

ム’ - h 


幅7日 cm タイプ 
9雌上 


プレートワク 


カウンタートップの取付穴 


上 ルーバー 


±1 レーノ（一び正常に取り付いているか 
ご確認ください。 


4 


本体を固定ずる 

後固定金具（本体に取り付け済み）の固定 

ネジをいったんゆるめ、後固定金具を矢印方向に 
回転させて、ネジを確実に締め付ける。 
※締め付けトルクは8日〜9日 N - cm とする。 


トッププレート 




キヤビネツト 


※後固定金具び持ち上びり、 
カウンタートップに固定 
され、シール性び確保さ 
れます。 


後固定金具 


後固定金具 


1己〜30 〇〜已 



当て木 

キヤビネツト 


単位 (^ mm ) 


カウンタートップの厚み 
び薄<て後固定金具び固 
定でさない場合は当て木 
を添えてください。 


吸•排気カバー、化粧パネル上、化粧パネル下、 

グリルドア、受皿、焼網を取り付ける 

•吸-排気カバーを取り付けてください。 

•化粧パネル上を取り付ける。（ツメを本体の角穴に勘合させる） 
•化粧パネル下を取り付ける。 

•グリルドア-受皿-焼網を取り付けてください。 

《ドアの取り付けは、取扱説明書 （36 ぺージ）を参照してください。 

化粧ノ くネル下の取り付けかた 


スライド 


焼網 


受皿 




パネル操作部 
フランジ 

化粧ノ くネルの左ちの溝にノ くネル操作部のフランジ部を 
はめ込んでスライドさせてください。 



角穴 


グリルドア 


化粧ノ くネル上（ツメ 6ケ所） 化粧ノ くネル下 
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グリル部のテープ止めを外し、パッキンを外したか確認してくださし、。 


グリル庫内、トッププレート上に捆包材びないか確認してくださし、。 


アースエ事 （ D 種接地工事）をしましたか。 
漏電ブレーカーの設置をしましたか。 
フラグを接続しましたか。 


①クッキングヒーター用の電源電圧が「単相200 V 」であることを必ず確認してください。 

(電圧異常の場合は こ b 1 または L S を表示します） 

参連動機能付さレンジフードと組み合わせて設置の場合は、レンジフード単体で正常に動作することを確 
認し、停止させてください。また、送信部を鍋などでさえざ5ないようにしてください。 

③電源スイツチをブザーが鳴るまで押してください。 i 

k •電源ランプが点なしまず。 

③各ヒーターまたはグリルを「入」にして、動作を確認してください。 

(1) 左.ちヒ-夕 -( IH ヒ-夕-） •丹體琴總ぶ音たミゴ？實資 

f 可ッミ禮 if 置。: L 細を入 n 、 心就？ r ? t ! 薦 r 说だ妾茲 

切/スタートキーを押してください。 f 参レンジフードび自動的に風量 r 中」で運転し 

※鍋を置かないと通電しません。 ます。※1 

(2) 中央ヒーター （ IH ヒーター） 

鍋にコップ1杯程度（約20日 mL ) の水を入れ、 
ヒーターの中央に置さ、火力設定キーを巧した 
後、切/スタートキーを押してください。 

' ※鍋を置かないと通輩しません。 

♦上面操作部の中央ヒーターの通電ランプと 

L 上面表示部の液晶表示びオレンジとなり、 

1 乂力「7」と表示します。しばらくすると、 

f お湯び沸とラします。 

f •レンジフードび自動的に風量伸」で運転し 
ます。※1 

(3) グリル 

パネ J レ操作部のメニューキーを押して手動を選び、 
グ U ルの切/スタートキーを押して < ださい。 

L ♦ノてネル操作部のグ U J レ通電表示び点巧し、 
k しば b くすると庫内び熱くなります。 

f ♦レンジフードび自動的に風量「中」で運範し 
r ます。※1 

(4) すべてのヒーターとグリルを停止してください。 

左•ちヒーター、中央ヒーターの切/スタートキー 
を押しまず。 またグ U ルの切/スタートキーを巧 
して停止してください。 

L ♦乂力表を-適電ランプび消灯します。 

、（通電時間によっては高温ま意表示をします。） 
i •レンジフードび約3分後自動停止します。 

r 《2 


取な巧 

碁ど属 

けの品 


吸‘排気カバー-上ルーバ ー• 化粧パネル让•下）’グリル部（ドア•受皿•焼網）を取り付けましたか。 


•通電をする前にグ U ル庫内、トッププレートの上に個包材びないことを必ず確認してください。 
•設置工事終了後、なの手順で確認してください。 


《1.レンジフードが停止中に、ヒーターを通電開始した場合です。 

《1、 2. 連動機能付レンジフードとレンジフード連動システム付クッキングヒーターを組み合わせた場合です。 

◎各ヒーターを停止後、約45分経過すると待機時消費電カオフ機能び働を、自動的に電源ランプび消灯し、電源び切れます。 

•確認終了後は必ず電源スイッチを押して電源を切ってください。 

参試運転で付属の天ぷ!5鍋を使用ずる場合は、スポンジ等で水洗いしてか目使用してくださし、。 
また使用後は、水気を十分に切り、内側に輕く食用油をめってください。 （さび防止のため） 
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